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広報をもっと身近に

　もし、書籍の販売部数が好調であれば、「○○書
店で 1 位」「△万部突破」、「□カ月で増刷決定」と
いったリリースを後追いで配信すると「売れている
本」「話題の本」ということで注目される可能性が
高まります。
2）メディアに献本する
　書評欄などで取り上げられるためには、プレス
リリースの内容だけでなく、書籍を実際に見ても
らうことが効果的です。そこで、プレスリリース
と一緒に書籍を送る「献本」という方法をとりま
す。商業出版の場合、献本できる冊数に限りがあ
ると思いますが、その場合著者側が書籍を買い取っ
て献本に回すこともよくあります。
3）インフルエンサーに献本する
　SNS などで書籍を紹介しているインフルエン
サーに献本する方法もあります。書籍を気に入っ
て取り上げてもらえれば、Web 上での情報拡散が
期待できます。
4）出版イベントをする
　出版を記念した講演会やトークショーなどのイベ
ントを開催します。自社でイベント会場を準備して、
企画・運営する他、有名書店の店内スペースを借り
てイベントを行うことができる場合もあります。こ

意向が反映されることになります。自費出版に比

べるとかなりハードルは高いと言えます。

2.書籍の広報 PR とは

　出版が実現し書籍が完成したら、その存在を多く
の人に知らせて、手に取ってもらわなければなりま
せん。自費出版でも書店に流通する契約になってい
るケースもありますし、特に商業出版の場合は、「売
れる本」にするために、著者側も自ら広報 PR する
ことが求められます。そこで、書籍が出版された場
合の主要な広報 PR 方法をご紹介します。
1）プレスリリースを配信する
　書籍の場合も、広報PRの基本であるプレスリリー
スの配信が効果的です。リリースには①書籍のタイ
トル、②発売日、③書籍の画像、④目次、⑤書籍の
内容 ( ポイント ) ⑥書籍概要（タイトル、著者名、
定価、体裁、出版社名、ISBN コードなど）、⑦著者
プロフィール、⑧著者のコメント、⑨編集者のコメ
ント　などを盛り込みます。
　リリース配信のタイミングは、発売予定日または
アマゾンなどの書籍販売サイトでの予約開始日に合
わせます。
　 リ リ ー ス の 配 信 方 法 は、PRTIMES、 ＠ Press、
DreamNews といったオンライン配信サービスを活
用する他、メディアへの直接配信も行います。配信
先は、新聞・雑誌・Web メディアなどの書籍担当
になります。「新刊紹介」や「書評」のコーナーで
取り上げられることを狙います。

の場合は書店でも PR してもらえるので、集客がし
やすいメリットがあります。近年は、オンラインで
の出版イベントを行うケースも増えています。
5）SNSで情報発信する
　運用している SNS アカウントがあるなら、発売
前から継続的に書籍に関する情報発信をするとよ
いでしょう。発売後は書籍をプレゼントしたり、
#（ハッシュタグ）をつけて書籍の内容に因んだコ
メントや画像を投稿してもらうなどのキャンペー
ンを行う方法もあります。
6）メディアを通じて書籍をプレゼントする
　新聞・雑誌・Web メディアなどの多くは、メディ
ア内にプレゼントコーナーを設けています。プレ
ゼントはメディアの読者にとってメリットのある
コンテンツですので、書評欄に比べると、書籍を
紹介してもらえるチャンスはかなり高くなります。
方法としては、プレゼントコーナーのあるメディ
アの担当者に個別にコンタクトをする他、あらか
じめプレスリリースにプレゼントが可能である旨
を記載し、メディアからの申し込みを待つやり方
もあります。上にプレゼント情報を盛り込んだプ
レスリリースのサンプルを掲載しますので、ぜひ
参考にしてみてください。

　広報PRのコンサルティングをしていると、本を

出版したいというご相談や、書籍が出版されるので

その本をPRしたいというご依頼を受けることが多

くあります。今回の記事では、出版の方法と書籍の

PRについてまとめてみます。

1.書籍を出版する方法とは

　出版の方法には、「自費出版」と「商業出版」が
あります。自費出版はその名の通り、著者側が制作

費用を負担します。一方、商業出版は、出版社側が

制作費用を負担します。

　自費出版の方は、例えば、企業の周年記念に社史

を作って配布したり、社長の経営理念をまとめて採

用活動に活用したりします。

　商業出版の方は、自社の事業に直結する内容を

広く知らせてブランディングやビジネスにつなげ

たりするために活用します。例えば、弊社のよう

なPR会社であれば広報PRのノウハウをまとめた

書籍を、人事コンサル会社であれば人事制度の作

り方に関する書籍を出版するといったイメージで

す。ただし、商業出版は出版社側が費用を負担す

るわけですから、「売れる本」にする必要がありま

す。本を出したいからといってすぐに出版できる

わけではなく、企画書を作成して出版社にアプロー

チしたり、出版プロデューサーに依頼して出版社

と交渉してもらったりすることが必要になってき

ます。また、出版が決定したとしても、企業側の

書きたいように書けるとは限らず、担当編集者の

　インターネットやデジタルデバイスの発達により、マスコミを経由する方法以外にも、自社メディ
アやSNSを通じて直接広報PRができる時代になりました。広報PRは、ステークホルダーの共感や
信頼を得て、売上拡大や人材獲得につなげる大変有効な活動です。このコラムでは、中堅・中小企業
の皆さまが広報PRを身近に感じ、すぐにでも着手していただけるよう、考え方や方法についてわか
りやすく解説していきます。
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